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１．松山東雲女子大学について
 1886年 二宮邦次郎牧師が四国最初の女学校として松山女学校を設立

⇒1906年 米国伝道局へ移管しミッション・スクールとなる
⇒1920年 校舎を旧日赤病院跡（現中高等学校）に移転

 1932年 高等女学校令により松山東雲高等女学校と改称
⇒1947年 松山東雲中学校を併設
⇒1948年 松山東雲高等学校を発足

 1952年 松山東雲カレッジを設立（四国初の女子高等教育機関）
⇒1957年 松山東雲栄養学院を設立
⇒1964年 カレッジ、栄養学院を発展的に解消し、

松山東雲短期大学食物科を開学
⇒1966年 家政科、保育科、英文科を新設
⇒1968年 附属幼稚園を設置
⇒1984年 秘書科を新設
⇒1987年 食物科と家政科を統合・改組して生活科学科を新設
⇒2014年 開学50周年

秘書科を現代ビジネス学科に名称変更

 1992年 松山東雲女子大学 人文学部を開学
⇒2007年 人文学部を人文科学部とし、心理子ども学科を新設
⇒2012年 開学20周年
※現時点で、「四国唯一の女子大学」である。 3

し の の め
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松山東雲女子大学の学生定員（2015年度）

学部 学科・専攻名 入学定員 3年次
編入学定員

収容定員

人文科学部 心理子ども学科
子ども専攻
心理福祉専攻

50名
60名

5名
5名

210名
210名

合計 110名 10名 460名

松山東雲短期大学の学生定員（2015年度）

学科・専攻名 入学定員 総定員

保育科
秘書科
現代ビジネス学科
生活科学科

食物栄養専攻
介護福祉専攻

100名
－

70名

80名
40名

200名
70名
140名

160名
80名

290名 580名



２．平成26年度「私立大学等改革総合支援
事業」について（文部科学省）

1．趣旨・予算額

【趣旨】

教育の質的転換、地域発展、産業界・他大学等との連携、グ
ローバル化などの改革に全学的・組織的に取り組む私立大学等に
対する支援を強化するため、経常費・設備費・施設費を一体とし
て重点的に支援する。

【予算額】

201億円

（経常費144億円、活性化設備費46億円、施設・装置費11億円）
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2．支援対象校の選定

以下の取組みを積極的に行う大学等を、
「私立大学等改革総合支援事業調査票」の点数により選定。

■タイプ1「教育の質的転換」 … 300大学等
全学的な体制での教育の質的転換（学生の主体的な学修の充実等）を支援。

＜評価する取組（例）＞
○全学的教学マネジメント体制の構築
○シラバスの改善（主体的な学修を促す教育課程の編成）
○学生の学習時間等の把握と充実
○学生による授業評価結果の活用
○履修系統図・ナンバリング・CAP制・学長裁量経費等の実施
○外部組織と連携したProject-Based Learning

（例：新商品の企画・プレゼン）の実施等

■タイプ2「地域発展」 … 150大学等
地域社会貢献、社会人受入れ、生涯学習機能の強化等を支援。

＜評価する取組（例）＞
○自治体との包括連携協定の締結
○全学的地域連携センターの設置
○地域社会と連携した地域課題解決のための教育プログラム
○地域の学校等への教育支援・子育て支援
○社会人の受入れ（正規課程、履修証明ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、科目等履修生）
○自治体や地元産業界等のニーズを踏まえた社会人教育プログラムの策定等
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■タイプ3「産業界・他大学等との連携」 … 50大学等
産業界や国内の他大学等と連携した高度な教育研究を支援。

＜評価する取組（例）＞
産業界との連携
○教育面を含む産学連携体制の構築
○企業等との教育プログラムの共同策定・実施
○長期インターンシップ
他大学等との連携
○交流協定に基づく単位互換の実施・交流実績
○教育プログラムの共同開発、共同研究、共同FD・SD等

■タイプ4「グローバル化」 … 100大学等
語学教育強化、国際環境整備、地域の国際化など、多様なグローバル化を支援。

＜必須要件＞
○グローバル化対応ポリシーの策定

＜評価する取組（例）＞
○実践的な語学教育
○教員の英語力強化
○海外インターンシップ
○海外大学等との交流協定（単位互換・ダブルディグリー）
○外国人教員・学生の比率（留学生は出身国の多様性を考慮）
○地域のグローバル化への貢献（例：留学生と地域の交流） 等

※平成25年度はタイプ１～３であり、平成26年度に新たにタイプ4が追加された。
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上記4タイプについて複数選定可。

ただし、タイプ2「地域発展」については、昨年度に引き続き、以
下の2点両方に該当する大学等は補助対象外とする。

1 当該大学等の主たる所在地が、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、
愛知県、京都府、大阪府及び兵庫県（ただし、過疎地域自立促進特別
措置法第2条第1項、第33条第1項、第33条第2項に基づき過疎地域に指
定されている地域を除く。）の都府県であること。

2 収容定員8,000人以上の大学等であること。

学校種や大学等の規模、地域のバランスに偏りが生じた場合は、調
整することがあり得る。

※大学改革に資すると考えられる評価項目（設問）と
得点を定めた調査票をタイプ毎に策定し、
当該調査票への各大学等の回答を基に
合計得点が高いものから選定する方式を採る。
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3．支援対象校に対する配分方法

1．私立大学等経常費補助
（一般補助）
支援対象校に対し、「教育研究経常費」（教員経費・学生経費）に一定
割合（10%程度）を増額。ただし、増額できる額に上限を設ける。

（特別補助）
支援対象校に対し、「私立大学等改革総合支援事業調査票」の点数に応じ
一定額を増額。

2．私立大学等教育研究活性化設備整備事業（10/10補助）
支援対象校のうち、本事業の主旨に該当する設備の整備事業に対し、

必要な設備費を交付。 （補助金上限額）なし

3．私立大学等教育研究施設整備費補助（1/2補助）
支援対象校のうち、本事業の主旨に該当する施設・装置等の整備事業に

対し、必要な施設・装置の整備費を交付。
1.教育研究施設 （下限額）事業経費 1千万円以上（上限額）なし
2.教育装置・ICT関連（※）(下限額)事業経費1千万円以上 (上限額)なし

※ 教育に必要な機械・器具、その他設備であって、当該設備を設置する
建物その他の施設に関し施設工事（ネットワーク構築に要するものを含む）
を必要とするもの。
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•本学でチャレンジできそうなタイプを検討。
タイプ１「教育の質的転換」
タイプ２「地域発展」
タイプ３「産業界・他大学等との連携」
タイプ４「グローバル化」

•各部署で配点区分表を検討し、改善可能な項目を拾い上げた。

•教務部として、
シラバスの記載内容の項目追加・修正
GPA制度の導入と活用
履修登録可能な単位数の上限の設定
アクティブラーニングによる授業の実施

•FD委員会として、
シラバスの第三者によるチェックの実施（学科長・専攻主任）
「学生の学修時間の実態や学修行動の把握」調査の実施（7月）

⇒基準時点（平成26年8月31日）までに決定・実施する必要があった。

３．松山東雲女子大学の選択
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•小さい大学（女子大学は専任教員23名）の特性を生かし、
臨機応変に、学科会・教授会・運営委員会を開催、
理事会への報告も提出期限までに短期間で達成した。

•最終的に、タイプ１とタイプ２を申請した。
（結果として、両方が採択された。）

•同時に、タイプ１（教育の質的転換）で
「私立大学等教育研究活性化設備整備事業（10/10補助）」
を申請することを目指し、申請内容の検討を行った。



平成25年度私立大学等教育研究活性化設備整備事業採択校
（案）の概要
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申請校数
（校）

申請額
（千円）

採択校数
（校）

交付内定額
（千円）

タイプ１
（大学教育質転換型）

241 2,830,574
151

（62.7％）
1,772,573

タイプ２
（地域特色型）

81 823,376
54

（66.7％）
540,775

タイプ３
（多様な連携型）

14 175,862
13

（92.9％）
162,758

合計 336 3,829,812
218

（64.9％）
2,476,106



平成25年度「私立大学等教育研究活性化設備整備事業」
の採択状況

タイプ１「建学の精神を生かした大学教育の質向上」(大学教育
質的転換型)・・・151校

（主要なキーワード）

アクティブラーニング ・・・74校（49.0％）

ラーニングコモンズ ・・・27校（17.9％）
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⇒検討した結果、タイプ１「教育の質的転換」に付随
して、機器の申請を行うこととした。

タイトルは『アクティブラーニングのためのeポー
トフォリオシステムの整備』とした。



４．申請した機器等について

今回は、サーバ２台を新たに導入して下記のシステム導入の申請をした。
eポートフォリオシステム
教職履修カルテシステム
授業評価アンケート（Limesurvey）
LMS（Moodle）
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５．採択決定後の準備作業

平成26年10月22日に採択通知をいただく。

その後の準備として、下記を計画・立案した。

①学生の主体的な学習環境構築を達成するために、本学に適応
した活用方法の事前協議を行うこと。

②既存の教務システムとのデータ連携も考慮しつつ、今回の教
育システム（ｅポートフォリオシステム、授業評価システム、
LMSシステム）を導入すること。

③試験運用と並行して教職員を対象とした利用講習会を全学的
に実施し、平成27年度からの本格運用に繋ぐこと。

④業者は ㈱SRA西日本 と決定した。（5社による競争入札）

また申請額は12,377千円であったが、交付額は8,852千円
（71.5％）に圧縮され、不足額3,525千円は自己負担となった。



22

当初、26年度の補助事業の目的を達成するため、以下の日程で準備作業を進めた。

①11月 導入予定業者による活用事例の説明会を実施し、基本的な仕様の確定
②12月 執行部各部署での活用方法の集約と調査、試験運用開始のための準備
③1月 システム納品、動作確認、利用マニュアルの作成
④2月 ｅﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵｼｽﾃﾑ、授業評価ｼｽﾃﾑ、LMSｼｽﾃﾑごとの教職員対象の講習会の実施
⑤3月 過年度学生に対する対応、最終的な確認作業

実際には、②の準備の時点で、既存のシステムとの差異が顕著になり、その部分を
改善するために、当初計画した内容の変更が余儀なくなされた。

平成27年度からの本格運用に備えるため、結果的に、5項目を削除、2項目を内容修
正、4項目を追加した。この導入内容の修正に伴い、当初計画した日程から遅れ、最
終的にシステム納品と動作確認が3月上旬になった。

利用マニュアルは同時に納品され、関係教職員に配布された。

その後、２回の利用講習会（3/13、3/20）が開催され、利用に関する質疑応答やシ
ステムの修正等の要望があり、対応を行った。
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本学では基本的な事務処理や書類作成にPCを利用する教職員が多く、
新しいシステム導入が容易ではないと思っていたが、講習会の参加状況
は良好で、かなり関心を持って迎えられた。

また授業評価アンケートについても手作業によるデータ入力を業者委
託で行っていたが、今回の授業評価システムにより、学生の入力データ
が即時に集計することができ、全授業科目を対象としたアンケートも容
易に実施可能になった。

また、既存の教務システムとの連携で、従来よりも迅速な処理ができ
るようになった。

LMSシステムについては準備ができ次第公開を開始する予定であるが、
サポート体制を構築することが今後の課題である。

ただ教員の関心は高く、実際の授業での活用による教育力向上が期待
される。

平成27年3月時点での自己評価（提出書類）
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６．導入後～現在、問題点と今後の対応

同じキャンパス内に短期大学があるので、同時に短大でも並行して導入
することになった。

①ｅポートフォリオ・教職履修カルテ
㈱ＳＲＡ西日本の担当者と協議して、３月末に下記を計画し、実行した。

（１年生）
４～５月 利用方法の説明（1年ゼミ）と入学直後の目標などのデータ入力
６月 管理者による入力状況の確認・未入力の学生に呼び掛け
６月末 教員によるコメント入力
９月 成績通知後、前学期の振り返りと後学期の目標の入力
10月 管理者による入力状況の確認・未入力の学生に呼び掛け
10月末 教員によるコメント入力
３月 成績通知後、後学期の振り返りと次年度前学期の入力

（２・３年生）
９月 成績通知後、前学期の振り返りと後学期の目標の入力
10月 管理者による入力状況の確認・未入力の学生に呼び掛け
10月末 教員によるコメント入力
３月 成績通知後、後学期の振り返りと次年度前学期の入力

※女子大４年生と短大２年生は、平成27年度は実施しない。
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ところが・・・

・学生を一堂に集め、利用方法を説明する授業が６月中旬ころまで無い学科
があり、１年生の入力期限が６月中旬まで伸びた。
⇒教員コメントを入力する時間が短縮された。
（コメント未入力の教員が発生した。
入力データは固定するので、あとから追加できない。）

・教職カルテの記入時期を各学期末と予定していた。
⇒短大保育科の学生は８月に実習があるので、教職カルテの入力を
７月後半から実施させたかった。
（プログラム上、ｅポートフォリオと同じタイミングで、学生が
入力すると思っていたので、途中で変更できず、７月時点では、
ＵＳＢメモリなどでワードで記入させておく、などの対応をした。
しかも、システムの変更になるので、プログラムの修正費用が
発生することになった。・・・約５０万円程度？）

・申請時から業者対応を小西がしていたので、現在も、業者との繋ぎは
小西がしている。
（授業・業務をしながらの対応なので、手が回りにくい）
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②授業評価システム

・従来、アンケート用紙を配布して回収し、業者委託で手入力していたので、
今回の電子化により、人件費はカットでき、集計が迅速にできる、という
理由で導入を予定した。このため、27年度の予算計上はされなかった。

・７月上旬にやっと「Limesurvey」の使い方を理解し、アンケートを作成。
⇒８月末までに集計を済ませたかったが・・・

前学期末の成績集計
今回のSPODセミナーでの話者の準備
８/31のコンソーシアム共同授業担当

があり、まだ実施できない。（Limesurveyの使い方の理解？）
⇒アンケートは「Limesurvey」の基本機能で集計できるはずだが、
小西はまだ「初心者」。

③LMS（Moodle)

・3月に業者主催で説明会を実施したが、1回でわずかな時間で理解できる
ものではない。

・前学期は、とりあえず教員の利用権限の検討を情報教育センターで行い、
９月中旬に学内での説明会を予定している。（今後に期待！）
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【地方の大学】
○地元志向の学生が来る。卒業後は地元（親元）で就職。

×若者は都会に憧れる⇒高卒者は都会の大学に流れる傾向あり。

【小さい大学】
×知名度が低い
×経済的に弱い。資金量が少なく、思い切ったことがやり難い。
失敗しない安全な企画が好まれる。

×今年は良くても、来年はわからない（安心できない）

○機動力はある。意思統一しやすい。まとめやすい。

しかし、小さい大学は「学生数が少なく」、同時に「専任教員数も少ない」
ため「できる教員が利用されやすい」「負担が集中する」という欠点がある。

特定の「できる」教員に負担が集中し、最悪の場合、仕事が回らなくなる。
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装置・設備やＬＭＳが無いと「反転授業」はできないのか？

・授業の最後に「次回の範囲」を発表し、次回の授業の最初に、その
範囲で小テストを行う。
・次回の授業までに、YouTube等の動画を見ておくように言い、次回
の授業で、討論や発表をさせる。

・教員のスマホをプロジェクタで投影し、LINEのコードを学生に伝え、
LINEをクリッカー代わりに使い、討論の場を作る。
・ポケドラ（簡易WiFiルーター）でPDFの資料をスマホに配布したり、
学生の課題を授業中に回収し、必要であれば、プロジェクタで投影す
る。

・授業評価アンケートのシステムを利用して、小テストや定期試験
もスマホで実施し、あとでCSVファイルをエクセルで加工して集計
したり、分析して学生にフィードバックする。

授業は工夫次第で「変わる」。すると、学生が動く。

あとは、教員の「やる気」次第。
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【現場の教務課員の声】（履修登録は現在、手書きである）
・多様な学生が、いろいろな資格をめざすため、履修指導が徹底せず、
手書きの履修登録表を提出時に、個別面談して確認している。

・学生にさせると、でたらめな登録をするので、あとのフォローが大変。

【学生の声】（履修登録は現在、手書きである）
・「授業評価アンケート」を電子化するくらいなら、履修登録を電子化
してほしい。

⇒まことに、もっともなご意見

時代は進んでいるので、自己管理ができる学生を育てる必要がある。

⇒いろいろ、困難は待ち受けているが、
教務部長と情報メディアセンター長を兼任している間に
東雲の教育環境を改善し、ICTを効果的に活用することで、
教員の負担を軽減し、教員が勉強する時間を積極的に作り、
大学の教育力を向上することが、責務であると感じている。
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ご清聴いただき、ありがとうございました。



ＬＭＳを活用した学習成果の可視化

国立高専機構阿南高専

坪井泰士



0. 今日の発表です

① アクティブ・ラーニングって？

② 反転授業って？

③ 反転授業用講義ビデオのお手軽製作法

④ 反転授業やＡＬで，これが困る！

⑤ ここで，ＬＭＳの出番



1. アクティブ・ラーニングって？

いろいろな定義がありますが…結局，アクティブ・ラー
ニング（ＡＬ）とは，どういうものなのでしょうか。

「話し合いが入っていれば，ＡＬ」「話し合いが入っていれば，ＡＬ」

「ＰＢＬをやれば，ＡＬ」「ＰＢＬをやれば，ＡＬ」



2. 反転授業って？

学習を深められるＡＬと，よくセットであげられる反転
授業とは，どういうものなのでしょうか。

予習をともなう授業，積極的な学びを促すもの予習をともなう授業，積極的な学びを促すもの

授業資料，講義ＶＴＲなど授業資料，講義ＶＴＲなど



3. 反転授業用講義ビデオのお手軽製作法

発表者の独断ですが，この方法は簡単で安価

USBヘッドセットを購入（1万円弱）USBヘッドセットを購入（1万円弱）

PPT2013に，office mix をアドインPPT2013に，office mix をアドイン



https://mix.office.com/ ①アクセス

②ダウンロード
Microsoftアカウント必要



③アドインできました④録音します

⑤webカメラ
ヘッドセット

⑥ペン
色と太さ

⑦スタートボタン 録音中にマウスでペン記入

⑨録音データ
頁毎に撮り
直し可

⑧ストップボタン



⑩Exeport to Video

⑩Videoサイズ
・1080p
・720p
・480p
・240p



4. 反転授業やＡＬで，これが困る！

【教員の失敗】



4. 反転授業やＡＬで，これが困る！

【準備して，サポートしても…】



5. ここで，ＬＭＳの出番

ラーニング・マネジメント・システム（ＬＭＳ）を活用す
ると，ＡＬと反転授業がうまく結びつきそうです。

講義
VTR 小テスト

groupwork レポート





























# 学籍番号 # 氏名 # 経過時間 # 提出 # 提出日時 # 回
答1.1

# 回
答1.2

# 回
答1.3

# 回
答1.4

# 回
答1.5

# 回
答1.6

# 回
答1.7

# 回
答1.8

# 回答1.9

1112023 荒瀨拓也 00:01:05 提出済 2015-07-02 13:58:11 1 6 5 1 1 1 1
1112031 石川雅登 00:01:11 提出済 2015-07-02 13:55:11 1 4 3 1 1 2 1 自ら考え取り組む授業でしたので、学生のやる気がみなぎっていたと思います。
1115111 表木直斗 未提出
1115154 川﨑瀬波 00:05:51 提出済 2015-07-02 13:58:01 1 3 2 1 1 1 1 将来 仕事のときでも使えるスキルがたくさん学べたので、良かったと思う。
1111094 河野碧為 00:05:22 提出済 2015-07-02 13:55:21 1 3 3 1 2 1 1 先生が学生達だけで取り組むmanabaのプロジェクトを設けてくれたので夜でも学生達でmanabaを使って課題を進める事が出来

て、普段あまり意見を言わない学生もmanaba上なら意見する事が多くなったので良い授業法だと思う。
1111116 北島杜朗 00:00:34 提出済 2015-07-02 18:48:11 1 3 2 1 1 1 1
1112180 佐光望 00:03:37 提出済 2015-07-02 13:54:31 1 3 4 1 1 1 1 manabaを使った課題提出はグループや教員とコミュニケーションを取りながら進められるため、これからも活用して欲しいと
1111213 竹内秀行 00:02:03 提出済 2015-07-02 13:55:11 1 3 3 1 2 2 2 毎週だされる課題を行うことでしっかりと力をつけていくことができたので、よいと思う
1111221 谷隆輔 00:18:40 提出済 2015-07-02 14:07:41 1 3 3 1 1 1 1 課題を出し、その説明を授業でしてくれるという点が自分にとって最も良い予習復習になり、有意義な授業だったので、受講
1114247 中川燎 00:04:17 提出済 2015-07-02 14:11:51 1 3 3 3 2 1 1 これから社会に出て使えそうな技術を学ぶことが出来る貴重な機会であり、とても為になった。
1114271 仁井千裕 00:00:33 提出済 2015-07-02 17:52:11 1 3 3 1 2 1 1
1115367 松田良太 未提出
1111345 森本直樹 00:00:55 提出済 2015-07-02 13:50:11 1 5 3 1 2 1 1
1111361 山内勇人 00:02:26 提出済 2015-07-02 14:10:51 1 2 3 1 1 1 1 実際に使える日本語の技術を聴くだけでなく、自分でも課題などの形でやってみることができたのでとてもよかった。
1111396 米田稜 未提出
1111400 米本健 00:04:49 提出済 2015-07-02 14:02:21 1 4 4 1 2 1 1 リマインダメールが多くて見るのが大変だったので再提出のとき以外はメールは送らなくてもいいと思った。
1115073 市原宗磨 00:02:39 提出済 2015-07-02 14:09:41 1 4 2 2 2 1 1 ・坪井先生の体験談面白かったです。
1094041 井上淳貴 未提出
1114034 逢坂涼太郎 00:05:30 提出済 2015-07-02 14:12:41 1 5 5 1 1 1 1 ・毎回課題が出ていてその課題に対する添削をすべて行っていたから。
1112058 大西章太 未提出
1114050 大場優里 00:00:40 提出済 2015-07-02 13:50:31 1 3 2 1 1 1 1
1114077 岡田裕生 未提出
1114093 沖野悠太 00:04:09 提出済 2015-07-02 14:00:01 1 3 3 1 1 1 1 ・課題として作文が毎週出題されていたため、作文を作成する力が付いたと感じる
1114107 尾崎竜樹 00:02:30 提出済 2015-07-02 14:02:11 1 3 5 1 1 1 1 社会で通用できる日本語を学べるという点が良かった。
1115120 居石峻寛 00:05:09 提出済 2015-07-02 14:00:31 1 4 4 1 1 1 1 ・理論や技術は学習できたが実践が少し不足しているなと感じたのでプレゼンやスピーチの機会をもう少し増やして欲しい
1114123 清重飛向 00:01:12 提出済 2015-07-02 14:11:51 1 5 5 1 1 1 1 社会に出てから必要な能力を身につけることができるので、有意義な授業だと思った。
1114131 栗作武宏 00:18:05 提出済 2015-07-02 18:06:11 1 6 6 1 1 1 1 ・プロジェクト課題において、チームがどれほど真剣に取り組めたのか、あるいは、チームに自分が貢献できたのか、という

点がmanabaへのアクセス数やコメント数といった目に見える記録として把握できたといったことから、コメント数が少なかっ
たときは、より積極的に協力していこうという姿勢になれた。来年以降も実施してもいい課題だと思った。

1114166 郡尚太 00:01:49 提出済 2015-07-02 13:52:51 1 3 4 1 2 1 1 ・講義中に、眠たくならないように授業と関係がある小話を挟んでくれた点がとても良いと感じた。
1115189 坂部義将 00:03:03 提出済 2015-07-02 14:13:51 1 4 3 1 2 1 1 社会人にとって必要なスキルが学べて、面接などに活かせると感じました。だから、もっと早い段階でこの授業があれば、よ
1114190 白石竜生 00:01:59 提出済 2015-07-02 13:58:01 1 5 4 1 1 1 1 ・内容は有意義だったが、就職に役立つ面接対策の内容は4年次に済ませておいてほしかった
1115235 大黒嵩浩 未提出
1115278 椿野詠美 00:02:20 提出済 2015-07-02 14:13:21 1 4 3 1 2 2 1 毎時間、課題でなにをすればいいのかはっきりしていたので、しやすかった。
1114255 中野政利 00:01:09 提出済 2015-07-02 14:06:01 1 4 4 1 1 1 1
1114263 中山瑞稀 00:00:50 提出済 2015-07-02 13:58:01 1 3 3 2 2 1 1
1114280 濵本大輝 00:00:54 提出済 2015-07-02 13:59:41 1 3 2 1 2 2 1
1115359 松田力仁 00:08:23 提出済 2015-07-02 15:44:11 1 4 3 1 1 1 1 授業中に自学自主課題の内容について学生に対し意見や考察、またそれに基づく活動などのフィードバックが行われていた点

は学生の課題に対する理解を促進させるものであり非常に良いと感じた。

1114352 宮﨑賢治 未提出
1111329 三好和浩 00:06:56 提出済 2015-07-02 14:16:21 1 4 4 1 2 1 1 授業の初めに提出した宿題をメンバー内で交換する事はメンバーの意見を見ることができ自分の持っていなかった考え方を見

ることが出来るので、見解を広げられたと思う。
1115014 明石直也 00:01:49 提出済 2015-07-02 14:04:01 1 5 3 1 2 1 1 マナバでの提出は少しやりにくかったです。
1115081 上本泰平 00:04:21 提出済 2015-07-02 15:36:21 1 3 2 1 2 1 2 manabaで課題ができるという点が、いつどこでもできるので、よかったと思う。
1114239 虎尾朱里 00:03:06 提出済 2015-07-02 14:12:41 1 4 4 1 1 1 1 ・毎週出される課題が頭を使って考えなければいけないものだったので、難しいことを自分で考えて解決する能力をつけるこ
1112333 三木和真 00:02:12 提出済 2015-07-02 14:05:51 1 2 4 2 1 1 1 レポート課題が毎回考えさせられるもので、しっかり考えることでスキルを身に付ける、学んだことをことが出来たと思う。
1115405 渡辺桂太郎 未提出
1114140 鴻上朝香 00:05:06 提出済 2015-07-02 13:58:01 1 3 2 1 1 1 1 面接やグループディスカッション、プレゼンテーションなど実践的な内容が多かったので就職活動の役に立ちました。就活が

終わっていても社会人になって身についていると同期と差が付けられるようなことを沢山学べました。
1112244 武田恭佳 00:01:58 提出済 2015-07-02 13:56:01 1 2 3 1 1 1 1 坪井先生の授業は、メリハリがあって真剣に取り組むことができます。



予習，復習をあわせて，

一定の学習時間を確保で
きている。



LMSによる学習成果の可

視化は，学習意欲に＋の
影響を与える可能性があ
る。



LMS学習への記述意見

毎週だされる課題を行うことで，しっかりと力をつけていくことができる。

毎時間，課題でなにをすればいいのかはっきりしていたので，取り組みやすかった。

毎週出される課題が頭を使って考えなければいけないものだったので、難しいことを自
分で考えて解決する能力をつけることができた。

課題を出し，その説明を授業でしてくれるという点が良い予習復習になり，有意義だった。

授業中に，自学自主課題の内容について，学生に意見や考察を求め，またそれに基づ
く活動などのフィードバックが行われていて，課題に対する学生の理解を促進させた。

学生達だけで取り組むプロジェクトでは，夜でも学生達で課題を進められ，普段あまり意
見を言わない学生もたくさん参加できた。

グループや教員とコミュニケーションを取りながら進められる。

授業の初めに提出した宿題をメンバー内で交換することは，メンバーの意見を見ること
ができ自分の持っていなかった考え方を見ることができ，見解を広げられた。

毎回課題が出ていて，添削をすべて行っていた。 学生質問にも迅速に対応。

自ら考え取り組む授業だったので，学生のやる気がみなぎっていた。

授業にメリハリがあって，真剣に取り組めた。

講義中に，眠たくならないように授業と関係がある小話を挟んでくれた点がとても良い。



アクティブ・ラーニングも反転授業も，

学生の学びを深めるためにあります。

目的が不明確な話し合いや，ただ課すだけの

予習は，形だけのＡＬや反転授業になります。

ＬＭＳでこれらをつなぐと，

・意欲的な予習

・授業開始時の学生レベルの把握と引き上げ

・到達目標に向かうｇｒｏｕｐwork

・授業後の到達レベルの確認

ができそうです。



学びの可視化を支援する
キャリア・ポートフォリオ

愛媛大学 教育学生支援機構

平尾智隆



キャリア・ポートフォリオとは？

• これまで蓄積してきた学習や生活体験を振り返
る。

• そこから各自が近い将来を予測し、将来のため
に必要な学習を自立的にプランニングする。

• 以上を支援するツール。

• 過去を振り返る→将来を予測→現在の行動



• 特に、キャリア教育科目の履修計画に役
立てる。

• キャリア教育とは、就職活動に直結する
ような狭義のスキル教育ではなく、自分
の生き方を自分で築く力を身につけるこ
とを理念とした教育をいう。



キャリア・ポートフォリオの実際

• ポートフォリオの核となるのは学習の「振り返
り」である。

• 大学で学んできたことを自身の成長や人生設計
にどう生かしていくか、自分自身で学びを整
理・統合していくことに焦点を当て、将来設計
や就職活動に役立てる。



• 愛媛大学学生コンピテンシーに基づき制作して
いくことで、学生自らが自分の目標や成長を意
識するとともに、閲覧者（学内の教職員及び就
職を希望する企業、就職先）と学生の学びや能
力を共有することができる。





• キャリア・ポートフォリオの作成は、本
学の共通教育科目「社会力入門」（平成
25年度より1年次後学期全学必修科目）で
全学生に必修課題として提示する。



前学期 後学期

４回生 就職活動支援 キャリアの学び直し

３回生
専門教育

（キャリア教育科目）
就職活動準備支援

２回生 共通教育主題科目
専門教育

（キャリア教育科目）

１回生
新入生セミナー
こころと健康

社会力入門
共通教育主題科目

キ
ャ
リ
ア
ア
ド
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イ
ザ
ー
の
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に
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か
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進
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の
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業
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解
）
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援
セ
ミ
ナ
ー
（企
業
の
求
め
る
人
材
） インターンシップの実施によるキャリア教育から就職支援への橋渡し

（インターンシップ受入担当者との合同研修・懇談会）

卒業予定者支援による就職支援からキャリア教育への回帰

大学生活への適応→共通教育→専門教育の学生の学習段階

にそったキャリア教育科目を整備し，インターンシップを通じて就
職支援へとつなげていく。また，卒業予定者支援により就職支
援からキャリア教育への回帰・融合をはかる



社会力入門（講義概要）

人生の新しい段階（社会）へと移行する若者が
社会に適応するために必要な新たな知識を「就
労」「将来」「人間関係」「安全」の4つの学際
的観点から学び、生涯を通じた持続的な就業力
の育成や豊かな人間形成と人生設計ができる資
質を育成する。

• 開講学期：1回生後学期

• 対象学生：全学生必修

• 単位数：１単位（８コマ）



• この活用を促進・継続させるために、現有の修
学支援システムと連動させ、いつでもどこでも
記入できるポートフォリオにする。













• １年後学期にポートフォリオ作成方法に
ついて学んだ後は、「キャリア・ポート
フォリオ作成支援セミナー」を定期的に
開講するなどしてポートフォリオを学生
が継続して作成するための支援を行う。



前学期 後学期

４回生 就職活動支援 キャリアの学び直し

３回生
専門教育

（キャリア教育科目）
就職活動準備支援

２回生 共通教育主題科目
専門教育

（キャリア教育科目）

１回生
新入生セミナー
こころと健康

社会力入門
共通教育主題科目

キ
ャ
リ
ア
ア
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イ
ザ
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の
増
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に
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進
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） インターンシップの実施によるキャリア教育から就職支援への橋渡し

（インターンシップ受入担当者との合同研修・懇談会）

卒業予定者支援による就職支援からキャリア教育への回帰

大学生活への適応→共通教育→専門教育の学生の学習段階

にそったキャリア教育科目を整備し，インターンシップを通じて就
職支援へとつなげていく。また，卒業予定者支援により就職支
援からキャリア教育への回帰・融合をはかる





ポートフォリオの質問項目

『正課教育：共通教育』

• これまで履修した共通教育科目について
思い出し、身についたと思う能力や、社
会で生きていくために大切だと思うこと
などを記述して下さい。全体の概要を書
いても、印象に残った授業について（複
数可）書いてもかまいません。



『正課教育：専門教育』

• これまで履修した専門教育科目について
思い出し、身についたと思う能力や、そ
の教育で学んだ社会で生きていくために
大切なことなどを記述して下さい。全体
の概要を書いても、印象に残った授業に
ついて（複数可）書いてもかまいません。



• 愛媛大学には「準正課教育」：卒業要件
には含まれないあるいは単位付与を行わ
ない教育活動が用意されています（ＥＬ
Ｓ、食育士プログラム、環境ＥＳＤ、英
語プロフェッショナル養成、インターン
シップ、その他スキルアップ科目、留学、
Ｊ-サポート、ＳＣＶ、ＳＨＤ、就職セミ
ナー、ＳＡなど）。



『準正課教育』

• これまで履修した準正課教育について思
い出し、身についたと思う能力や、その
教育で学んだ社会で生きていくために大
切なことなどを記述して下さい。全体の
概要を書いても、印象に残った授業・活
動について（複数可）書いてもかまいま
せん。



• 授業など教育活動（正課、準正課）以外
の活動を「正課外活動」と言います（例
えばサークル活動、ボランティア活動、
広義にはアルバイトなども含む）。



『正課外活動/その他の体験』

• これまで経験した正課外活動について思い出
し、身についたと思う能力や、その体験から
学んだ社会で生きていくために大切なことな
どを記述して下さい。全体の概要を書いても、
印象に残った授業・活動について（複数可）
書いてもかまいません。

• また、その他の生活上の出来事から身につい
たと思う能力や、社会で生きていくために大
切だと思うことなどがあれば記述して下さい。



『愛大学生コンピテンシー』

• 以下の能力「愛大生として期待される能力～
愛大学生コンピテンシー～」がどの程度身に
ついているかを自己査定して下さい。



『コンピテンシーが身についたきっかけ』

• コンピテンシーに挙げられた５つの能力が身
についたきっかけを、これまでに記入した振
り返りより探し出し、印象に残ったエピソー
ドを記述して下さい。



• これまでの振り返りを通して、＊＊年度後期
の目標と計画を立てて下さい。



①これまでに学習したキャリア教育科目の振り返り

• 新入生セミナーでは、レポートの書き方・プレゼンテーション
の仕方などについて学び身についたと思います。こころと健
康では、学生生活における自己管理の仕方、健康に対する
考え方について学びました。"社会力"入門では、自分の考え

と社会の考えのずれ、自分に向いている職種について知る
ことができました。

• 今後の将来設計をたて、目標を達成し夢に近づいていくため
に、どのように生活していく必要があるか考える必要がある。
信条をもって現実を捉え、今後の学びの設計を方法・時間・
場所など詳しく考える方法を学んだ。



• 初めての一人暮らしにとって、役に立つ知識
や社会の常識などを教えてもらえる科目から、
社会に出ていくうえで重要になる力をつける
科目まで、大学生という社会への一歩手前の
時点でこの様な科目を受けることは重要だと
思う。これらの授業では、生きていくうえで気
をつけなければならない病気、またそれに対
する対処、食事のバランスなどから、大学で
の学びの仕方などを学んだ。



②キャリア教育以外の科目の振り返り

• ○○の科目から現代社会に起こる問題の発見・解
決のあり方のイメージの作り方を学んだ。また日本
社会が抱える問題・課題を、人々の生活実態から考
え、法的に解決策を考える能力が身についた。大切
なことは社会問題に対して積極的に関心を持ち、課
題を発見し、自ら考察することで、社会人として自覚
を持ち責任を果たすことである。

• グループワーク等の作業を通じて、ほかの人の意
見をきいて参考にしたり、自分の意見を相手に伝え
たりすることで、喋る力も身に付いたし、様々な角度
から物事をとらえることができるようになったと思う。



• △△語の授業では、△△語を学ぶことはもちろんで
すが、△△の文化にも触れることが出来ました。自分
が慣れ親しんでいる文化とは違うので、新鮮に感じま
した。社会には、外国人の方ももちろんのこと、日本人
でも自分とは違う、価値観や信念を持っている方が大
勢いると思います。その中で、自分を大事にしながら、
相手のことを受け入れ、協和していくのは大切だと思
います。今までの経験では、やはり日本人の中での価
値観の違いの調和しかできていなかったと思います。
△△語という新しい文化を知ることで、異文化の中で
の調和を知る、また考える良い機会になったと感じま
す。



③これまでに体験した生活上の出来事で、自
分のキャリア形成に役立つと感じた出来事

• 一年間浪人経験をしたことで、学ぶことに対する姿
勢や意欲が深まっただけでなく、支えてくれる周りの
人に感謝の気持ちも持つことができるようなったし、
自分自身の過去を振り返り、現在を見つめ、将来を
考え、自分と向き合うことのできる大きなチャンスに
なった。あの一年があるから、今、愛媛大学で素晴
らしい仲間と出会い、充実した日々を送れているの
でとてもいい経験になった。



• 私が行っているアルバイトはサービス業のため
立ち方やお辞儀の仕方、話し方、などの作法に
ついて一つ一つ細かく教えてもらいました。今ま
ではあいまいに行っていた作法でありましたが、
このアルバイトを行うことで正しい作法について
学ぶことができました。正しい作法を学ぶことで
相手に気持ち良く帰ってもらうことができると思
います。このような作法は、私が就職した後でも
社会人としての正しいマナーとして使うことがで
き他者との関係性にもプラスの影響として大きく
関わってくると思います。



次年度の目標

• これまで得た知識や、問題の発見・解決に取り組む
思考力を活かせれる教科をとり、最終学期として、
まとめとしたい。今までは、予習・復習などをしてい
なかったので、2回に1回は予習・復習をしていく。そ

して、社会と人間の講義での先輩たちとの語りから、
さまざまな経験を聞き、自分の人生設計のヒントを
得たいと考えている。



• 前学期では、他者とのコミュニケーション能力が
向上したと思う。後学期でもコミュニケーションス
キルを高めるために、日々の人とのかかわりを
大切にし、良好な関係を築いていけるように努
力していきたい。特に、自分から意見を言ったり、
疑問点を質問したりすることが苦手なので、自分
の意見を相手に言えるよう努力していく。また、
現在の自分を知り、強みや弱みを知っておくこと
は重要であると思うので、定期的に自己の振り
返りをしていきたい。



• 今まで、就職活動はまだまだ先の事だと思っ
ていたので、セミナーなどにも参加してきてい
なかったのですが、後期以降は就職に関する
ことは勿論、まずは自分自身を見つめなおす
機会を増やし、積極的にセミナーやキャリア
教育の授業に参加していきたいと思います。
引き続き、グループワーク等の中では積極的
に発言するとともに他人の意見をしっかり聞
いて、いろんな角度から物事をとらえ、視野を
広げていけるようにしたいと思います。



感想

• これまでは目標も特にやりたいこともなく、きっと自分はこのまま卒業して、
どこかに就職するのだろうと考えていたが、この講義を受けたことによっ
て、自分の将来が少し見えたような気がした。・・・今まで何もなかった私
の人生の将来設計において、少しでも描けることができたのは、すごく大
きな前進である。

• この授業は就職活動にも大いに役立ってくれるものだった。実際に就職
活動を始める時期になれば、またポートフォリオを役立てたいと思う。

• 自分についての理解を深めることが、自分のキャリアを形成していく上で

とても大切なのだと分かった。また、グループワークやペアワークなども
あったが、これらを通して、みんなと自分とは結構違う考えを持っているこ
とが分かった。自分のキャリア形成について考えていくとき、まずは自分
について理解を深めていくことが重要なのだと思った。



研究成果

• 野本ひさ他「どのような体験が愛大学生コン
ピテンシーを獲得させるのか？―キャリア・

ポートフォリオのテキストマイニング分析」『大
学教育実践ジャーナル』第13号，2015年3月，
pp.1‐7．
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